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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨
　本論文の審査は、第一回が２０２０年中6月２２日、第二回が同年8月3日、公開発表会を8月24日に行い、最終審査会は公開
発表会の終了後に引き続き行われた。
　本論文の目的は、明治期から昭和初期までに児童文化の主要な柱の一つであった口演童話について、1930 年代からアジ
ア・太平洋戦争の終結にいたる時期に注目し、それがどのように変遷したかを明ら かにすることである。そのために本論文では
以下の４つのリサーチクエスチョンが設定された。(1)創成期に社会から「娯楽」と受けとめられていた口演童話は、教育界にどう
受容されていったか、(2)初期の子ども向けラジオ放送は口演童話家の番組協力で成り立っていたといわれるが、それはどのよ
うなありようだったか、(3)1941-1945 年の国民学校放送では、どのような童話が語られたか、(4)戦時下の日本少国民文化協会
童話部会の動向はどのようなものであったか。
　研究対象としたのは関係者がのこし た直筆や謄写版印刷になる童話台本、実践者と研究者たちによる研究成果の機関誌な
どの史料である。これらの分析の結果、以下のことが明らかになった。第一に、教育界に従事する人々の行った口演童話の特
徴として、人間形成を意図した教室童話の『指導精神』が見られること、また、そこには教育的配慮のある表現技法があることが
明らかになった。第二に、初期ラジオ放送の分析からは、口演童話家による放送童話の確立への協力が見られた。第三に、
国民学校放送において、遊びを中心とする幼児らしい生活が意識された一方で、遊びの場面にも戦時下に沿うモチーフが多
用され、1940年代以降になると皇国の道を歴史的に理解する「国民の思想」の教育が目ざさ れたことが明らかになった。第四
に、戦時下における日本少国民文化協会童話部会の活動から、日本少国民文化協会童話部会の積極的な国策への協力を
見ることができた。以上、四つの研究結果を踏まえ、昭和前期の口演童話の変遷を「教育文化」、「戦時文化政策」の視角から
まとめた。その結果、教育関係者が多かった口演童話家たちの職業的使命感による「国民的・民族的熱意」(宮原 1943)が、当
該時期の口演童話の隆盛をもたらしたことが明らかになった。
　以上の論文内容について、第一回審査会では、まず、先行研究の検討に再考の必要性があることが指摘された。不足してい
る先行研究を補うと同時に、研究の蓄積を踏まえた先行研究に対するクリティカルな分析が必要であることが指摘された。ま
た、児童文化という概念が読み手に理解できるような説明が必要であると言ったコメントがなされた。第二回審査会では、先行
研究との関係についての分析や資料の限界についての指摘がなされたが、論文は全体として概ね了承され、表現についての
修正などを踏まえれば、公開発表会に進むことが了承された。
　8月28日に公開発表会と最終審査会が行われた。公開発表会では、論文の全体像についての概略を発表したのち、質疑応
答が行われた。論文の教育学における位置付けや放送研究に関わる質問、資料に関する質問、さらに、メディア史の専門家
からの質問もなされた。多くの質問に対して、適切な回答がなされ、活発な質疑となった。
　公開発表会の終了後、最終審査会が開催され、資料の問題など今後の課題は多く残されたいるが、要点を捉えた発表であ
り、適切な質疑が行われたという評価がなされ、審査員全員によって、博士（社会科学）、Ph. D. in Child Studies　として認めら
れる論文であるとの結論となった。
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